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　脳
の
血
管
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
詰
ま

る
脳
梗
塞
は
、
大
き
な
血
管
に
起
こ
る
と
、

最
悪
の
場
合
、
命
に
も
か
か
わ
る
重
大
な

病
気
で
す
。
一
方
で
、
細
い
血
管
に
で
き

る
ご
く
小
さ
な
脳
梗
塞
は
、
自
覚
症
状
も

な
い
ま
ま
、
多
く
の
人
に
起
こ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
脳
梗
塞
を
「
隠
れ
脳
梗
塞
」

（
医
学
的
に
は
「
ラ
ク
ナ
梗
塞
」）
と
呼
び

ま
す
。
隠
れ
脳
梗
塞
は
、
一
種
の
老
化
現

象
の
よ
う
な
も
の
で
、
見
つ
か
っ
て
も
怖

が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

き
な
脳
梗
塞
や
脳
出
血
の
予
備
軍
と
と
ら

え
、
注
意
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
脳
の

重
大
な
病
気
の
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
早
く
見
つ
け
て
対
処
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
は
明
ら
か
で
す
。

　そ
の
た
め
に
役
立
つ
の
が
、
下
記
の
テ

ス
ト
で
す
。
こ
の
テ
ス
ト
で
顕
著
な
症
状

が
あ
れ
ば
、
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
と
と
も
に「
眞
田
式
か
ん
た
ん
体
操
」

を
実
践
す
る
と
、
隠
れ
脳
梗
塞
の
改
善
、

ひ
い
て
は
大
き
な
脳
梗
塞
の
予
防
に
も
役

立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

眞
さな
田
だ
祥
しょう
一
いち
／東京慈恵会医科大学卒業。日本赤十字社東京都支部大森赤十字

病院脳神経外科部長、国際赤十字カンボジア難民救済活動医などを経て、
現職。『｢隠れ脳梗塞｣ を見つけて脳梗塞を防ぐ！』（宝島社）など著書多数。

イラスト◎末続あけみ

早
期
発
見
が
カ
ギ

 

隠
れ
脳
梗
塞 

に
注
意
！

ご
く
小
さ
な
脳
梗
塞
で
、ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い「
隠
れ
脳
梗
塞
」。

早
期
に
見
つ
け
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
法
と
手
軽
に
で
き
る
改
善
法
を
紹
介
し
ま
す
。

｢隠れ脳梗塞｣を自分で見つけよう

体
操
で
改
善
、

大
き
な
脳
梗
塞
が
防
げ
る

大きく手を振って、そ
の場で足踏み。手を肩
の高さ、ももを床と水
平になるまで上げる。１
日10回から始め、徐々
に回数・速度を増す。
５分で200回を目標に。

＊ここでは室内で
手軽にできる
代表例を紹介

監
修
／
脳
神
経
外
科
・
眞
田
ク
リ
ニッ
ク
院
長

眞
田
祥一先
生

もも上げ足踏み

眞田式かんたん体操

手指の細かい動きをチェック
大豆つかみ

乾燥大豆 30 粒を小皿にのせ、
割り箸で一粒ずつつまんで別の
皿に移動させる。90 秒以内に
すべて移すのが目標。

大豆がうまくつまめず、
時間内に移し終えられ
ない場合、隠れ脳梗塞
が疑われる。

TEST

1

判
定

同じ姿勢を保つ力をチェック
両手突き出し

直立して目を閉じ、両腕を肩の
高さで前に突き出し、指先をそ
ろえて伸ばす。手のひらを上に
向けて10秒静止。

一方の手やひじが下
がってきたり、指先が
開いてきたりしたら、隠
れ脳梗塞が疑われる。

TEST

3

判
定

反射的な体の動きをチェック
指ひっぱり

左右の手の親指以外の４本の指
を曲げて互いに引っかけ、ひじを
張るようにして外側に引っ張る。
親指に力を入れないようにする。

正常なら親指は伸びた
まま。曲げていないはず
の親指まで曲がったら、
隠れ脳梗塞が疑われる。

TEST

4

判
定

体の協調的な動きをチェック
つぎ足歩行

平らで安全な場所に直線を引
き、つま先に逆の足のかかとを
つけながら線上を歩く。前進と
後進を交互に１分。

倒れる、よろけて線から
はみ出るなど､ うまく線
上を歩けない場合、隠
れ脳梗塞が疑われる。

TEST

2

判
定

前進⇔後進を
1分間

くるっと
手のひらを上に

16イラスト◎うかいえいこ

ま
た
は
一
部
を
、
仮
に
取
得
で
き
ま
す
。

❷
民
法
９
０
９
条
に
２
項
を
新
設
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の

　裁
判
所
が
関
与
し
な
い
ま
ま
、
預
貯
金

の
払
い
戻
し
手
続
き
を
定
め
る
方
法
で
す
。

こ
の
場
合
、
お
金
を
使
う
用
途
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
金
額
的
な
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　払
い
戻
し
を
求
め
る
相
続
人
が
単
独
で

権
利
を
行
使
で
き
る
の
は
、
相
続
開
始
時

の
預
貯
金
額
の
３
分
の
１
に
、
そ
の
人
の

法
定
相
続
分
を
乗
じ
た
額
ま
で
で
す
。
例

え
ば
、
預
貯
金
が
１
２
０
万
円
あ
り
、
相

続
人
が
子
２
人
と
す
る
と
、
預
貯
金
の
３

分
の
１
で
あ
る
40
万
円
に
、
法
定
相
続
分

の
２
分
の
１
を
か
け
た
20
万
円
ま
で
で
す
。

　こ
の
上
限
額
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
令

で
金
融
機
関
ご
と
に
１
５
０
万
円
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
額
は
、
標
準
的
な
当
面
の

生
活
費
、
平
均
的
な
葬
儀
費
用
、
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で

す
が
、「
金
融
機
関
ご
と
」
な
の
で
、
別

の
金
融
機
関
に
も
預
貯
金
が
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
で
も
権
利
を
行
使
で
き
ま
す
。

　な
お
、
権
利
を
行
使
し
た
相
続
人
は
、

そ
れ
に
よ
り
、
遺
産
の
一
部
を
す
で
に
分

割
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
葬
儀
費
用
を
用
立
て
る

場
合
な
ど
は
、
事
前
に
遺
族
間
で
よ
く
話

し
合
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　こ
の
他
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
別
表

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

従
来
、
夫
が
亡
く
な
っ
て
急
に
入
り
用
と
な
っ
た
お
金
を
、故
人
名
義
の
預
貯
金
か
ら

簡
単
に
お
ろ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
年
、相
続
に
関
す
る
民
法
が
改
正
さ
れ
、

今
年
の
７
月
１
日
か
ら
一
定
の
条
件
の
も
と
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　従
来
の
相
続
に
関
す
る
民
法
が
、
現
在
、

大
幅
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
相

談
は
、
そ
の
改
正
さ
れ
た
内
容
に
関
係
す

る
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　も
と
も
と
亡
く
な
っ
た
人
の
預
貯
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、

金
融
機
関
が
死
亡
を
認
識
し
た
時
点
で
事

実
上
凍
結
さ
れ
る
の
が
普
通
で
し
た
。
ま
た

２
０
１
６
年
、
最
高
裁
は
、
預
貯
金
は
遺
産

分
割
前
、
相
続
人
全
員
の
協
議
な
し
に
は
払

い
戻
し
な
ど
の
権
利
行
使
は
で
き
な
い
と
い

う
決
定
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
急
に

必
要
と
な
っ
た
お
金
に
故
人
名
義
の
預
貯
金

を
あ
て
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　現
実
に
は
、
遺
産
分
割
の
協
議
が
成
立

す
る
前
で
も
、
病
院
の
支
払
い
や
葬
儀
費

用
な
ど
、
預
貯
金
の
払
い
戻
し
を
必
要
と

す
る
場
合
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
今
回
の
相
続
法
改
正
で
は
、
こ
う
い

う
場
合
に
預
貯
金
を
お
ろ
せ
る
制
度
と
し

て
、
以
下
の
２
つ
を
定
め
て
い
ま
す
。

❶
家
事
事
件
手
続
き
法
２
０
０
条
に
新
た

に
３
項
を
設
け
た
仮
処
分
に
よ
る
も
の

　家
庭
裁
判
所
で
、
遺
産
分
割
の
審
判
か

調
停
が
続
い
て
い
る
場
合
に
適
用
さ
れ

る
制
度
で
す
。
相
続
人
が
申
し
立
て
を
し
、

お
金
が
必
要
な
事
情
が
あ
る
と
裁
判
所
が

認
め
た
場
合
に
、
他
の
共
同
相
続
人
の
利

益
を
害
さ
な
い
範
囲
で
、
預
貯
金
の
全
部

夫
の
死
の
直
後
、
夫
名
義
の

預
金
か
ら
お
金
を
お
ろ
せ
る
？

Q

答
え
る
人
／
弁
護
士 

橫
幕
武
徳
先
生

配偶者の居住権を
保護する方策

配偶者が家に住みながら生活費も確保できる ｢配
偶者居住権｣ の新設など（2020.4.1）

自筆証書遺言の
方式緩和

従来は自筆だった添付目録について、パソコンで
の作成や通帳のコピーなども可能に（2019.1.13）

自筆証書遺言の
保管制度の創設

自筆証書遺言を法務局で保管する制度（遺言書保
管法）を創設（2020.7.10）

相続の効力等に
関する見直し

遺言書などにより相続した財産のうち、法定相続
分を超える分については登記などが必要になった
（2019.7.1）

相続人以外の者の
貢献を考慮する方策

相続人以外の親族が被相続人の介護などに貢献
した場合、相続人に金銭が請求できるようになった
（2019.7.1）

生前贈与された財産
（特別受益）について

特別受益の持ち戻し（遺産に含めること）は相続開
始前10年以内の贈与に限る（2019.7.1）

今回の相続法改正の新設・変更部分の例

民
法
の
改
正
で
、
急
に
必
要
な
葬
儀
費
用
な
ど
は

故
人
名
義
の
預
貯
金
か
ら
お
ろ
せ
る
よ
う
に
。

A

預
貯
金
を
お
ろ
す
２
つ
の
方
法

※カッコ内は施行日

17



1819



2021



23




	vol7 1
	vol7 24
	vol7



